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［2］ 116号

平
成
28
年
第
１
回
３
月
定
例
会
は
３
日
よ
り
22
日
ま
で
の
20
日
間

の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
予
算
は
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
４
日

間
に
わ
た
っ
て
慎
重
審
査
を
し
、
一
般
会
計
並
び
に
９
特
別
会
計

企
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
新
年
度
予
算
の
ほ
か
即
決
議
案
５
件
を
含
め
条
例
制
定
、
条

例
一
部
改
正
議
案
等
24
件
に
つ
い
て
も
可
決
。
議
会
最
終
日
に
追

加
提
案
さ
れ
た
平
成
27
年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予

算
10
件
に
つ
い
て
も
可
決
し
ま
し
た
。

議
員
発
議
３
件
も
採
択
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
７
名
が
登
壇
、
村
政
等
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
大
草
茂
雄

氏
（
現
）
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

〈
村
制
施
行
六
十
周
年
記
念
事
業
〉

　

記
念
式
典
や
六
十
周
年
記
念

誌
の
発
行
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
公
開
番
組

等
の
記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
ま

す
。　

   

事
業
費　

７
４
５
万
円

〈
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
〉

・
保
育
園

　

同
時
入
園
、
所
得
制
限
を

な
く
し
、
３
歳
以
上
児
（
第

２
子
５
割
軽
減
、
第
３
子
以

降
無
料
）
３
歳
未
満
児
（
第

２
子
以
降
５
割
軽
減
）

保
育
料
軽
減
１
０
１
２
万
円

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

　

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
い
「
高
山
村
行
政
不
服
審
査

会
条
例
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

３
月
定
例
会

小中学校入学祝金
　定住結婚祝金新設
　　保育料軽減　　等

会　　　　  　　計
平成 28 年度 平成 27 年度 当初予算

対比

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減率

一 般 会 計 4,045,000 62.6 4,637,000 65.6 △ 12.8

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 933,280 14.5 944,417 13.4 △ 1.2
診 療 所 特 別 会 計 77,302 1.2 77,713 1.1 △ 0.5
介 護 保 険 特 別 会 計 697,578 10.8 686,783 9.7 1.6
後期高齢者医療特別会計 75,000 1.1 67,752 0.9 10.7
水 道 事 業 特 別 会 計 102,248 1.6 75,336 1.1 35.7
温 泉 開 発 事 業 特 別 会 計 29,468 0.5 35,222 0.5 △ 16.3
農業集落排水事業特別会計 97,056 1.5 99,333 1.4 △ 2.3
下 水 道 事 業 特 別 会 計 250,336 3.9 238,704 3.4 4.9

企
業
会
計

上水道事業会計
収益的支出 90,713 1.4 92,014 1.3 △ 1.4
資本的支出 60,416 0.9 114,351 1.6 △ 47.2

計 151,129 2.3 206,365 2.9 △ 26.8
特別会計・企業会計 計 2,413,397 37.4 2,431,625 34.4 △ 0.7

合　　　  　　　計 6,458,397 100.0 7,068,625 100.0 △ 8.6

平成28年度　一般会計、特別・企業会計予算

一
般
会
計

条　
　

例

同
意
１
件

（単位：千円・％）

積極的な子育て支援  予算

・
小
・
中
学
校

　

小
・
中
学
校
入
学
御
祝
金

支
援
。
１
万
円
／
人

事
業
費　

１
２
８
万
円

給
食
費
の
負
担
軽
減

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を

前
に
４
月
か
ら
１
食
10
円
を

引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

事
業
費　

１
３
２
万
円

〈
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
修
繕
事
業
〉

　

村
民
の
健
康
づ
く
り
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ

て
い
る
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
」
は

開
園
か
ら
22
年
が
経
過
し
老
朽
化

し
て
き
た
た
め
、
プ
ー
ル
棟
の
屋

根
等
の
大
規
模
修
繕
を
行
い
ま

す
。　

事
業
費　

５
５
７
０
万
円
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平成 28 年度 重点施策

◦村制施行六十周年記念事業	 745 万円
　（記念式典、記念誌、フォトコンテスト等）

◦空き家対策事業	 197 万円
　（空き家バンク、移住者空き家購入助成、リフォーム助成等）

◦村道役場前交差点改良工事	 １億 4235 万円
　（融雪施設整備事業）

◦小・中学校入学御祝事業	 151 万円
　（入学祝金１万円／人、入学御祝品）

◦きめ細かな学習支援事業	 698 万円
　（小・中学校学習支援員４人設置）

◦小・中学校保護者負担軽減事業	 555 万円
　（テスト費用、副読本、オクレンジャー経費、クラブユニホーム等）

◦ＹＯＵ游ランド施設改修事業	 5570 万円
　（プール屋根外壁等）

◦定住促進結婚祝金	 初年度０予算
　（居住１年後夫婦 20 万円）

物件費
７億 7713 万円

（19.2％）

地方交付税
17 億 4800 万円

（43.2％）

公債費
４億 9911 万円

（12.3％）

地方消費税交付金
１億 1300 万円

（2.8％）

人件費
６億 5851 万円

（16.3％）
国・県支出金

６億 1937 万円
（15.4％）

扶助費
３億 4225 万円

（8.5％）

貸付金
3500 万円（0.9％）

普通建設事業費
７億 2115 万円

（17.8％）

村税
６億 6509 万円

（16.4％）

繰出金
３億 9756 万円

（9.8％）

その他
４億 6713 万円（11.5％）

補助費等
５億 4537 万円

（13.5％）

村債（借入金）
４億 3240 万円

（10.7％）

維持補修費
5079 万円
（1.3％）

その他
1810 万円（0.4％）

歳　入
（収入）

歳　出
（支出）

積極的な子育て支援  予算
一般会計  40 億 4500 万円（前年対比12.8％減）

歳出されるお金の項目ごとの使われ方

扶 助 費 生活保護、児童手当、障がい者の支
援などの社会保障関係の費用です。

公 債 費 保育園、学校などの施設を建てた時
に借り入れたお金の返済金です。

普通建設
事 業 費

道路の建設や改修工事、用地の購入
などに使われます。

物 件 費 消耗品や備品の購入費、光熱水費な
どに使われます。

繰 出 金 国民健康保険や介護保険などの特別
会計に支出されます。

卒園おめでとうございます。４月からピカピカの一年生
ですね。先生や大勢のお友達と楽しい小学校生活を送っ
て下さい。村では平成 28 年度から入学祝金が支給にな
ります。
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平成 28 年度  予算  審査特別委員会
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
し
ま
し

た
。
沢
山
の
質
疑
が
出
ま
し
た
が
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

予算審査特別委員会で慎重・活発に審査。

村
制
60
周
年
経
費
に
７
４
５
万
円

不
妊
治
療
助
成
金
の
利
用
啓
発
を

奥
山
田
温
泉
源
泉
の
具
合
は
ど
う
か

総
　
務
　
課

村
民
生
活
課

産
業
振
興
課

問　

村
制
60
周
年
の
経
費
と
し
て
７
４
５
万

円
が
計
上
し
て
あ
る
。
50
周
年
の
時
は
ど
の

く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
の
か
。

答　

50
周
年
の
経
費
は
７
５
６
万
円
。
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
・
村
誌
・
式
典
が
含
ま
れ
て
い

る
。
60
周
年
は
ま
だ
全
部
ひ
ろ
い
あ
げ
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

問　

空
き
家
や
空
き
地
の
固
定
資
産
税
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
持
ち
主
の
分

か
ら
な
い
家
の
課
税
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答　

空
き
家
や
空
き
地
は
現
況
に
基
づ
い
て

課
税
し
て
い
る
。
持
ち
主
の
分
か
ら
な
い
も

の
は
な
く
課
税
漏
れ
は
な
い
。

問　

長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
に
滞
納

整
理
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
成
果
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
ど
の
く
ら
い
手
数
料
を
払
っ
て

い
る
の
か
。

答　

４
件
依
頼
し
た
。
そ
の
内
１
件
は
５
～

６
年
分
で
完
納
し
て
い
る
の
で
成
果
は
あ

る
。
徴
収
額
の
10
％
が
手
数
料
で
あ
る
。

問　

化
学
消
防
自
動
車
は
ど
の
よ
う
な
所
を

問　

不
妊
治
療
助
成
金
と
し
て
２
人
分
１
０

０
万
円
計
上
し
て
あ
る
。
助
成
金
利
用
の
現

状
と
啓
発
方
法
は
。

答　

助
成
金
利
用
者
が
少
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
利
用
促
進
の
た
め
の
周
知
と
啓
発
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

小
規
模
な
宅
老
所
の
経
営
は
大
変
で
あ

る
。
運
営
費
の
補
助
は
可
能
か
。

答　

小
規
模
宅
老
所
は
18
人
未
満
の
施
設
で

あ
る
。
地
域
密
着
型
に
移
行
す
る
通
所
介
護

事
業
所
は
、
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
必
要
性

の
有
無
を
含
め
検
討
し
た
い
。

問　

奥
山
田
温
泉
の
源
泉
の
具
合
は
ど
う

か
。

答　

蒸
気
が
吹
き
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
が
営

業
に
支
障
は
な
い
。
深
い
土
の
中
な
の
で
原

因
は
解
ら
な
い
。
ス
ケ
ー
ル
（
湯
ア
カ
）
取

り
を
し
て
い
る
が
カ
ス
が
た
ま
っ
て
し
ま

う
。
将
来
的
に
は
掘
り
直
す
可
能
性
も
あ
る

が
、
経
費
が
か
か
る
の
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

簡
易
電
柵
の
張
り
替
え
は
５
年
位
と
聞

い
て
い
る
。
張
り
替
え
時
も
補
助
対
象
と
な

る
の
か
。

対
象
と
す
る
の
か
。
ま
た
、
村
内
に
対
象
と

な
る
施
設
は
あ
る
の
か
。

答　

液
体
や
薬
品
を
放
出
す
る
機
械
で
あ

る
。
工
場
（
ア
ス
ザ
ッ
ク
等
）
が
主
体
で
あ

る
。
高
山
村
の
負
担
額
は
６
０
０
万
円
。
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平成 28 年度  予算  審査特別委員会
文
化
交
流
施
設
整
備
の
情
報
を
早
目
に

空
き
家
対
策
に
臨
時
職
員
で
対
応

故
・
宮
前
先
生
に

  

高
山
村
議
会
と
し
て
の
感
謝
の
決
議
を

全
員
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た

宮
前
医
院
院
長
宮
前
幸
郎
先
生
の

医
徳
に
対
す
る
感
謝
の
決
議

教
育
委
員
会

建
設
水
道
課

問　

文
化
交
流
活
動
拠
点
施
設
整
備
構
想
検

討
委
員
会
は
何
回
開
催
す
る
計
画
か
。
施
設

規
模
が
出
た
時
点
で
あ
れ
ば
意
見
を
出
し
や

す
い
の
で
、
早
目
の
情
報
公
開
を
し
て
欲
し

い
。

答　

年
４
回
計
画
し
て
い
る
。
21
名
の
メ
ン

バ
ー
で
幅
広
く
や
っ
て
い
き
た
い
。
委
員
会

の
情
報
は
公
開
す
る
。

問　

中
学
校
に
建
設
さ
れ
て
い
る
給
食
セ
ン

タ
ー
が
新
し
く
な
っ
た
後
、
今
ま
で
の
給
食

セ
ン
タ
ー
の
後
利
用
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

問　

空
き
家
対
策
事
業
と
し
て
、
臨
時
職
員

採
用
の
計
画
が
あ
る
。
仕
事
内
容
と
雇
用
の

状
態
は
。

答　

現
地
確
認
と
空
き
家
の
状
態
確
認
が
主

な
調
査
で
あ
る
。３
ヵ
月
分
の
賃
金
で
あ
る
。

問　

歩
行
型
除
雪
機
は
地
区
に
よ
り
使
用
回

数
に
差
が
あ
る
の
で
、
配
置
す
る
時
は
そ
の

こ
と
を
見
込
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
小
型

の
ホ
イ
ー
ル
ド
ー
ザ
の
配
置
の
検
討
を
。

答　

老
朽
化
し
た
所
か
ら
配
置
し
て
い
る
。

各
地
区
の
使
用
頻
度
の
差
は
あ
る
が
、
雪
の

多
い
地
区
は
台
数
を
増
や
し
て
い
る
。
ホ

イ
ー
ル
ド
ー
ザ
に
つ
い
て
は
、
助
成
対
象
に

な
る
か
研
究
す
る
。

問　

橋
の
点
検
費
用
は
国
の
補
助
が
あ
る
の

か
。
ま
た
、
架
け
替
え
の
補
助
率
は
ど
の
く

ら
い
か
。

答　

５
年
毎
の
点
検
が
義
務
化
さ
れ
て
い

る
。国
の
防
災
安
全
交
付
金
を
あ
て
て
い
る
。

補
助
率
は
65
％
で
あ
り
、
残
り
の
35
％
が
一

般
財
源
で
あ
る
。

答　

同
等
の
も
の
だ
と
補
助
対
象
に
な
ら
な

い
。機
能
ア
ッ
プ
で
あ
れ
ば
補
助
は
出
来
る
。

電
線
の
更
新
は
検
討
中
で
あ
る
。

問　

認
定
農
業
者
育
成
事
業
補
助
金
と
認
定

農
業
者
果
樹
栽
培
機
械
購
入
補
助
金
の
申
し

込
み
者
が
多
く
予
算
を
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合

に
補
正
は
可
能
か
。

答　

認
定
農
業
者
育
成
事
業
補
助
金
は
10
％

機
械
購
入
補
助
金
は
５
台
分
で
あ
る
。
こ
れ

以
上
の
場
合
は
補
正
を
し
た
い
。

問　

畜
産
業
が
低
迷
し
て
い
る
。
山
田
牧
場

に
は
県
外
か
ら
多
く
の
牛
が
放
牧
さ
れ
て
い

る
。
牛
を
集
め
る
た
め
運
賃
補
助
が
出
来
な

い
か
。

答　

課
題
整
理
を
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答　

平
成
28
年
度
に
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

高
山
小
学
校
で
は
特
別
支
援
員
を
採
用

し
、
き
め
細
か
な
指
導
を
さ
れ
て
い
る
。
介

助
員
の
研
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

介
助
員
に
は
専
門
家
や
教
員
の
免
許
を

持
っ
て
い
る
方
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
１
月
24
日
、
宮
前
医
院
院
長
宮

前
幸
郎
先
生
は
惜
し
ま
れ
て
旅
立
た
れ
ま
し

た
。

　

先
生
に
対
す
る
惜
別
の
念
は
堪
え
難
く
、

お
礼
の
言
葉
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
高
山

村
議
会
は
村
民
を
代
表
し
て
、
先
生
の
医
徳

に
対
し
限
り
な
い
感
謝
の
意
を
決
議
し
お
別

れ
の
言
葉
を
さ
さ
げ
ま
す
。

　
　

平
成
28
年
３
月
３
日　
　

高
山
村
議
会

「宮前医院院長宮前幸郎先生の医徳に対する感謝の決議」に
基づいて感謝状を遺族宮前玲子様に酒井議長より差し上げ
ました。
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みなさんからの 請願・陳情 はこうなりました
請願・陳情の

内　容 陳情者 委員会審査での主な意見 付　託
委員会

委員会
結　果

本会議
結　果

「集団的自衛権」行使
を具体化し、戦争につ
な が る「 安 全 保 障 関
連 二 法 」 の す み や か
な廃止を求める請願

高山村憲法９条を守る会
事務局　中村 雪子

　政府の判断で集団的自衛権を
行使し他国の戦争に参戦する道
を開くので、憲法９条のもとで
は許されない。

総 務 文 教
常任委員会 採　択 採　択

米軍輸送機 CV22（空
軍）・MV22（海兵隊）
及び自衛隊オスプレイ
の配 備・飛 行訓 練に
反 対し、 飛 行 中止を
求める意 見書 提出の
請願

須高平和委員会
代表　小林 見法

　オスプレイは事故率が高く欠
陥機です。
　訓練飛行は高度50～60mでの
超低空飛行や夜間に山岳訓練な
どを行う。
　観光や放牧などの各産業に重
大な影響を及ぼす。

総 務 文 教
常任委員会 採　択 採　択

平成 28 年度 一般会計予算　討論

平成 28 年度 国民健康保険予算　討論

　本年は村制施行 60 周年を迎え、更なる発展を目指して
健全な財政運営に配慮しながら、記念式典を始め多くの事
業が計画されています。
　基幹産業の農業については、後継者不足の課題に対し
て、就農支援制度の活用により担い手確保に努めています。
　人口減少対策として、保育料の軽減措置を行う子育て支
援強化の他、定住促進結婚祝い金制度が盛られています。
　学校給食センタ－の建設で、これまで委託していた米飯
加工を直営で行い、保護者負担を減らす予算となっていま
す。

涌井  仙一郎 議員

　本年度の予算は９億 3328 万円で、前年度比 1.2% 減
となっており、良好な財政運営となっています。
　国民健康保険税などの独自財源で運営されるのが国
民健康保険の原則である中で、被保険者の皆さんには
保険税の値上げにより負担増となってきましたが、これ
まで保険事業基金の維持のため一般会計からの繰入を
行ない、基金額の一定確保を図られて来ました。
　これにより、医療給付費が増加した場合でも、加入さ
れている皆さんが安心して医療を受けられることになり
ます。

篠原  尚元 議員

　文化・交流活動拠点施設整備事業は、未だに村民合
意が得られていない。村民に丁寧な説明が必要。60 周
年記念式典は中学校体育館、文化祭は公民館で計画さ
れている。同じ場所での開催の再検討を。
　商品券発行事業は、受け入れ業者の限度額・利用期
間・発行場・一世帯の購入額の再検討を求めます。
　同和対策関係団体補助金は減ってきているが、他の
補助・支援金等併せると相当な額になる。そろそろ終わ
りにすることを求めます。
　新設された小中学校の入学祝い金は、せめて中学生
は制服代位まで増額の検討を。

畔上  孝一 議員

　村民の４分の１強に当たる 2000 人が加入している
国保は、平成 25 年度に 24.9% 引き上げられました。こ
の大幅引き上げは加入者に大きな負担となっています。
　一方、国保の基金積立は１億円余りあり、一人当た
り５万円になり、県平均の 2.5 倍になります。
　この基金を活用して国保税の引き下げを行うべきでは
ないかと思います。
　また、平成 15 年度から 1700 億円の保険者支援が実
施されています。この保険者支援も活かして引き下げを
行うべきで、加入者に重い負担の国民健康保険の予算
には反対します。

山嵜  秀治 議員

賛　　成

賛　　成

反　　対

反　　対

意見書の提出 　意見書の提出を求める請願（山嵜議員紹介）を採択しましたので、本会議で
可決し関係機関に提出しました。
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３月定例会　一般質問
3月定例会の一般質問は 3月8日に開き、7名の議員が13の事項について質問を行いました。

頁 質問議員 質問事項 答　　弁

８頁 涌井 仙一郎

空き家・廃屋対策は 特定空き家等に対する措置に関する指
針に基づいて、助言や指導で対策

障がい者住宅支援の充実を 利用者の立場に立ち支援を行います

９頁 山嵜 　秀治

新文化施設建設の是非は住民投票で 「整備構想検討委員会」で検討、住民
投票は考えていない

基金の活用等で保険税の引き下げを 財政運営の安定に努める

10 頁 篠原 　尚元 改正農業委員に伴う検討会議の設置に
ついて 十分な準備をする

11 頁 畔上 　孝一

高齢者の健康診査の状況は 特定検診の受診率は 71％

返礼品に村特産物のりんごやワインは 関係団体の皆様の意見を聞いて考える

12 頁 西條 　正純

空き家対策にアートプロジェクトとweb
検索サイトを

「空き家バンク」は立ち上げ、プロジェ
クトは検討

役場前バス停をバスストップギャラリーに 小学校前がメインシンボル、役場前は
情報発信

13 頁 内山 　信行

災害に強い村づくりの対策は 関係機関と協定を締結し、迅速な対
応を図る

村内のスキー場の環境の充実は 関係団体と連携し、魅力あるスキー場
づくりに努める

14 頁 松本　 　茂

「妊産婦の医療費無料化」の検討を 施策の一環として、総合的に検討

Ｕ・Ｊ・Ｉターンされた、新規就農者等
の住宅対策は 高山村空き家活用推進事業で対応

　 採 決 の 前 に 議 題 と

なっている案件に対し

て賛成・反対の意見を

表明することですが、

考えの異なる人を自分の意見に同調させ

るという場でもあります。

　村議会において、多

数の合議によりある事

項を決定すること。
議
会
一
口
メ
モ

討論とは 議決とは
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い
空
き
家
、
朽
廃
資
材
置
き

場
等
建
造
物
及
び
所
有
者
は

把
握
で
き
て
い
る
か
。

③
倒
壊
の
恐
れ
や
著
し
く
景

観
の
劣
悪
な
廃
屋
を
ど
の
よ

う
に
指
導
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）

①
現
時
点
で
は
「
空
き
家
等

対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
っ

質
問　

本
村
の
人

口
減
少
が
進
み
、

空
き
家
や
資
材
置
き
場
等
の

廃
虚
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

①
「
空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
」
が
施
行
さ
れ
た
が
こ
れ

ら
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

②
数
年
以
上
定
住
し
て
い
な

住宅改築で玄関入口に手すりを取り付けるにも補助がでます。

放置された資材置き場。

空
き
家
・
廃
屋
対
策
は

答   

特
定
空
き
家
等
に
対
す
る

　
　
　
　

措
置
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
い
て
、

助
言
や
指
導
な
ど
で
対
策

て
、
対
策
や
措
置
を
講
ず
る

事
が
可
能
と
考
え
ま
す
の
で
、

条
例
の
必
要
性
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
昨
年
の
情
報
調
査
で
空
き

家
と
思
わ
れ
る
物
件
は
１
３

５
棟
。
空
き
家
の
所
有
者
等

の
情
報
を
記
載
し
た
台
帳
を

整
備
し
た
い
。

③
「
特
定
空
き
家
等
に
対
す

る
措
置
に
関
す
る
指
針
」
に

基
づ
い
て
、
助
言
や
指
導
な

ど
適
切
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

質
問　

障
が
い
者
は
住
み
慣

れ
た
所
で
在
宅
生
活
を
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
障
が

い
者
の
居
住
環
境
の
改
善
等

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

障がい者在宅支援の充実を

答   利用者の立場に立ち
支援を行います

①
障
が
い
者
の
住
宅
改
修
の

相
談
は
年
間
何
件
位
あ
り
、

改
修
要
望
に
は
実
情
に
あ
っ

た
整
備
で
納
得
さ
れ
て
い
る

か
。

②
要
介
護
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
福
祉
用
具
の
普

及
と
貸
与
状
況
は
ど
う
か
。

答
弁
（
善
哉
村
民
生
活
課
長
）

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

綿
密
な
連
携
を
図
り
、
利
用

者
の
皆
様
の
立
場
に
た
っ
た

支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
住
宅
改
修
の
給
付
に
係
わ

る
相
談
実
績
は
平
成
26
年
度

が
12
件
、
過
去
10
年
間
の
平

均
で
は
約
18
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

又
、
高
齢
者
お
よ
び
障
が

い
者
に
優
し
い
改
修
は
２
件
、

過
去
10
年
間
の
平
均
で
は
４

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
平
成
26
年
度
の
利
用
者
は

１
５
０
人
と
な
っ
て
お
り
、

要
支
援
、
要
介
護
認
定
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方
の
約
半
数

の
皆
様
に
利
用
頂
い
て
い
ま

す
。

涌 井  仙 一 郎  議 員

一 般 質 問
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質
問　

本
村
の
国
保
に
は
約

１
０
０
０
世
帯
、
２
０
０
０

人
の
皆
さ
ん
が
加
盟
さ
れ
て

い
る
。

　

村
で
は
25
年
度
に
保
険
税

の
24
・
９
％
と
い
う
大
幅
引

き
上
げ
を
行
っ
た
。

　

国
保
税
の
負
担
感
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　

国
保
の
基
金
は
ど
の
程
度

か
。
こ
れ
を
活
用
し
て
国
保

税
の
引
き
下
げ
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

今
年
度
か
ら
１
７
０
０
億

円
の
保
険
者
支
援
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
厚
労
省
は
、「
保

険
者
１
人
当
た
り
約
５
０
０

０
円
の
財
政
改
善
効
果
」
と

し
て
い
る
。
こ
れ
を
活
か
し

て
引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

施
設
の
理
念
・
方
針
」「
文
化

施
設
の
機
能
及
び
規
模
」「
立

地
条
件
等
」
に
つ
い
て
検
討

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

６
年
間
に
わ
た
っ
て
「
文

化
振
興
懇
話
会
」「
文
化
芸
術

れ
始
め
て
か
ら
丸
６
年
、
建

設
す
る
に
し
て
も
課
題
、
問

題
を
多
く
抱
え
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

新
た
な
文
化
施
設
の
建
設

の
是
非
は
、
住
民
投
票
な
ど

で
村
民
の
判
断
を
仰
ぐ
べ
き

で
な
い
か
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）

　

今
の
公
民
館
は
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
十
分
こ
た
え
ら

れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
「
整
備
構
想
検
討
委
員
会
」

は
１
回
開
催
、「
文
化
・
交
流

況
や
検
討
内
容
は
。

　

建
設
を
望
む
声
が
あ
る
一

方
で
、
多
額
の
建
設
費
に
な

る
こ
と
、
年
間
の
維
持
費
も

相
当
額
に
な
る
こ
と
、
人
口

減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
否
定
的
な
声
も
多

く
聞
か
れ
る
。

　

文
化
施
設
建
設
が
検
討
さ

質
問　

新
た
な
文
化
施
設
に

つ
い
て
「
検
討
委
員
会
で
引

き
続
き
施
設
の
機
能
や
規
模
、

立
地
条
件
等
に
つ
い
て
検
討

い
た
だ
き
、
施
設
の
整
備
に

向
け
て
取
り
組
む
」
と
さ
れ

て
い
る
。

　
「
施
設
整
備
構
想
検
討
委
員

会
」
の
こ
れ
ま
で
の
開
催
状

基
金
の
活
用
等
で
保
険
税
の
引
き
下
げ
を

新
文
化
施
設
建
設
の
是
非
は
住
民
投
票
で

答   

財
政
運
営
の
安
定
に
努
め
る

答   「
整
備
構
想
検
討
委
員
会
」
で
検
討

　
　

住
民
投
票
は
考
え
て
い
な
い

答
弁
（
善
哉
村
民
生
活
課
長
）

　

お
互
い
に
支
え
あ
う
相
互

扶
助
制
度
で
あ
る
こ
と
、
所

得
の
低
い
世
帯
に
は
負
担
軽

減
制
度
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

大
変
厳
し
い
経
済
情
勢
だ
が

一
定
の
理
解
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

基
金
は
１
億
円
強
で
あ
る
。

人
口
の
少
な
い
自
治
体
で
は
、

「
国
保
の
安
定
し
た
財
政
運
営

に
は
一
定
額
の
基
金
が
不
可

欠
」
が
共
通
の
認
識
と
な
っ

て
い
る
。

　

平
成
30
年
か
ら
は
制
度
が

変
わ
り
、
財
政
運
営
の
責
任

が
都
道
府
県
に
移
管
と
な
る
。

こ
の
新
制
度
を
視
野
に
国
保

の
財
政
運
営
の
安
定
に
努
め

た
い
。

の
未
来
を
語
ろ
う
会
」「
ブ

ロ
ッ
ク
行
政
懇
談
会
」
な
ど

で
意
見
を
聞
き
検
討
を
重
ね

て
き
て
い
る
。

　

住
民
投
票
は
考
え
て
い
な

い
。

現公民館は昭和 54 年の建設、３階講堂は舞台の問題、音響や照
明設備などで多目的ホールとして機能が十分でないとの声もある
中、新文化施設の検討が行われてきています。建設の是非をめぐ
り一層の論議が求められます。

山 嵜  秀 治  議 員

一 般 質 問
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地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

新
設
な
ど
が
主
な
改
正
の
柱

で
す
。
今
ま
で
の
許
認
可
中

心
か
ら
、
農
地
集
積
、
集
約

化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
、
解
消
、
新
規
参
入
の
促

質
問　

農
業
委
員

会
組
織
、
制
度
は

六
十
数
年
ぶ
り
に

「
改
正
農
業
委
員
会
法
」
が

４
月
１
日
よ
り
施
行
と
な
り
、

選
出
方
法
の
見
直
し
や
、
農

農業委員会の使命は、農地制度の適正な運用と「農地を守り、農地の有効利
用を促進する」ことです。

遊休農地の発生防止、解消の推進については、農地パトロールの実施、対面調査で所有者
の実状把握。

改
正
農
業
委
員
会
に
伴
う

検
討
会
議
の
設
置
に
つ
い
て

答   

十
分
な
準
備
を
す
る

進
な
ど
が
活
動
の
要
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
の
４
点
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
新
制
度
へ
の
移
行
は
い
つ

頃
に
な
る
か
。

②
農
業
委
員
の
選
出
方
法
は

ど
う
変
わ
る
の
か
。

③
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
役
割
に
つ
い
て
。

④
検
討
会
議
の
設
置
に
つ
い

て
。

答
弁
（
藤
沢
産
業
振
興
課
長
）

①
29
年
７
月
20
日
以
降
に
新

制
度
に
移
行
す
る
。

②
定
数
を
変
更
し
条
例
で
定

め
る
必
要
が
あ
り
、
候
補
者

の
推
薦
募
集
を
行
い
、
村
長

が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

す
る
委
員
の
み
と
な
る
。
先

行
す
る
市
町
村
の
状
況
等
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
手
続
き

を
進
め
る
。

③
担
当
地
区
内
で
推
進
業
務

を
行
う
と
規
定
さ
れ
、
農
業

委
員
と
連
携
し
農
地
集
約
や

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解

消
の
推
進
、
農
家
を
訪
問
し

貸
し
手
、
貸
付
け
を
促
す
。

④
定
数
の
改
正
や
選
出
方
法

の
変
更
、
推
進
委
員
の
新
設

な
ど
大
き
な
制
度
改
正
を
伴

う
も
の
で
あ
り
、
検
討
会
議

の
設
置
に
よ
り
十
分
な
準
備

を
し
て
い
く
。

　

こ
の
度
の
改
正
は
厳
し
い

農
業
情
勢
を
改
善
す
る
た
め
、

農
地
利
用
の
最
適
化
に
よ
り

農
業
の
構
造
改
革
を
進
め
、

所
得
の
増
加
を
図
る
と
い
う
、

国
の
成
長
戦
略
の
一
環
で
す
。

制
度
が
大
き
く
変
更
さ
れ
る

内
容
で
あ
り
、
地
域
農
業
が

更
に
発
展
す
る
た
め
の
組
織

改
正
と
な
る
よ
う
、
関
係
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

篠 原  尚 元  議 員

一 般 質 問
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介護予防等に利用されている松の湯荘。
もっともっと大勢の村民の皆さんに利用してほしいと
思います。

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
村
特
産
の
「
さ
わ
や

か
リ
ン
ゴ
」
巨
峰
等
の
ぶ
ど

う
、
ワ
イ
ン
等
を
提
供
し
て

は
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）

　

本
村
に
お
け
る
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
は
高
山
村
景
観
条

例
の
制
度
に
合
わ
せ
、
平
成

20
年
か
ら
高
山
村
ふ
る
さ
と

　

な
お
、
75
歳
以
上
の
基
本

健
診
の
受
診
率
は
39
・
15
％

で
県
下
の
平
均
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　
「
特
定
健
診
」
の
結
果
、「
精

密
検
査
」
が
必
要
な
方
に
は
、

保
健
師
・
栄
養
士
か
ら
案
内

を
し
て
い
ま
す
。「
が
ん
検
診
」

で
至
急
精
密
検
査
が
必
要
な

方
に
は
、
そ
の
場
で
医
療
機

関
を
紹
介
し
、
的
確
な
受
診

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
「
高
齢
者
福
祉
計

質
問　

村
内
高
齢
者
の
健
康

診
査
の
状
況
は
、
ま
た
糖
尿

病
・
介
護
等
の
予
防
対
策
は

的
確
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁
（
善
哉
村
民
生
活
課
長
）

　

高
齢
者
の
健
康
診
査
は「
特

定
健
診
」
と
「
基
本
健
診
」

の
ほ
か
各
種
の
が
ん
検
診
が

あ
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
の

特
定
健
診
受
診
者
は
５
９
６

人
。
71
％
の
受
診
率
で
県
下

の
平
均
受
診
率
51
・
５
％
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
診
査
の
状
況
は

答   

特
定
健
診
の
受
診
率
は
71
％

景
観
育
成
寄
付
金
と
し
て
１

口
１
０
０
０
円
で
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

使
途
と
し
て
「
森
林
景
観

の
整
備
」、「
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う

の
産
地
化
や
遊
休
農
地
の
解

消
等
の
農
村
景
観
の
保
全
育

成
」、「
景
観
育
成
に
寄
与
す

る
活
動
や
団
体
等
へ
の
支
援

事
業
」、「
し
だ
れ
桜
等
、
山

里
の
原
風
景
の
保
全
や
育
成
」

の
４
事
業
を
設
定
し
て
お
り
、

返
礼
品
は
用
意
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
趣
旨

が
薄
れ
、
特
産
品
の
謝
礼
合

畔 上  孝 一  議 員

返礼品に村特産物の
りんごやワインは

答  関係団体の皆様の意見を聞いて考える

画
」
及
び
「
第
三
期
高
山
村

健
康
増
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

関
係
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、

継
続
的
に
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
の
健
康
長
寿
の
村
づ
く
り

を
推
進
し
て
ゆ
き
ま
す
。

戦
に
な
っ
て
い
る
と
報
道
さ

れ
、
総
務
省
は
平
成
28
年
１

月
、「
高
額
又
は
寄
付
額
に
対

し
返
礼
割
合
の
高
い
返
礼
品
」

の
自
粛
要
請
を
地
方
自
治
体

に
求
め
て
い
ま
す
。

　

寄
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

は
、農
業
振
興
は
本
村
に
と
っ

て
も
最
も
重
要
な
も
の
と
考

え
て
お
り
、
本
来
の
趣
旨
に

沿
っ
て
、
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
須

高
・
商
工
会
等
、
関
係
の
皆

様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、
魅
力
あ
る
村
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

返礼品にこうした村の特産物を差し上げてはいかがです
か。村外へ出ておられる方々もきっと喜ばれると思いま
す。パッケージは女子美術大学生の作品（村民ホール）

一 般 質 問
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ナ
ー
レ
」
で
は
空
き
家
・
古

民
家
や
廃
校
を
利
用
し
た
作

品
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
学

生
た
ち
が
古
民
家
や
廃
校
に

泊
ま
り
込
ん
で
作
品
を
制
作

し
、
建
物
自
体
を
作
品
へ
と

変
貌
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

高
山
村
も
２
０
０
６
年
か
ら

質
問　

村
内
の
バ
ス
待

合
所
は
、
産
学
官
連
携

事
業
の
一
環
で
女
子
美

大
生
を
中
心
と
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

イ
ラ
ス
ト
を
施
し
て
あ

り
、
こ
の
事
業
の
象
徴

的
な
作
品
群
で
す
。
役

場
前
バ
ス
停
こ
そ
メ

イ
ン
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

「
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
弁
（
藤
沢
総
務
課
長
）

　

小
学
校
前
バ
ス
停
を

メ
イ
ン
シ
ン
ボ
ル
と
位

置
付
け
て
お
り
、
役
場

前
バ
ス
停
は
広
報
活
動

等
の
場
と
し
て
活
用
し

て
参
り
ま
す
。

再
質
問　

冬
の
寒
風
や

夏
の
日
差
し
が
遮
れ
る

か
、
１
年
位
利
用
者
の

反
応
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
弁　

皆
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
く
中
で
ご
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

空
き
家
は

倒
壊
の
危
険
や
犯

罪
の
温
床
な
ど
問
題
が
大
き

い
が
、
高
山
村
に
は
空
き
家

が
何
軒
あ
る
の
か
。

　

十
日
町
市
周
辺
で
開
催
さ

れ
た
「
大
地
の
芸
術
祭
・
越

後
妻
有
ア
ー
ト
・
ト
リ
エ
ン

空
き
家
対
策
に
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

ｗ
ｅ
ｂ
検
索
サ
イ
ト
を

役
場
前
バ
ス
停
を

バ
ス
ス
ト
ッ
プ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

答   

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
は
立
ち
上
げ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
検
討

答   

小
学
校
前
が
メ
イ
ン
シ
ン
ボ
ル
、
役
場
前
は
情
報
発
信

産
学
官
連
携
事
業
で
、
女
子

美
術
大
学
と
地
域
文
化
創
生

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
一
環
と
し
て
、
空
き
家
利

用
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

計
画
で
き
な
い
か
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
て
空
き
家
探
し
が
行
え
る

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
サ
イ
ト
を

立
ち
上
げ
ら
れ
な
い
か
。

答
弁
（
小
林
建
設
水
道
課
長
）

　

空
き
家
と
思
わ
れ
る
物
件

は
１
３
５
棟
で
す
。
空
き
家

住
宅
の
利
活
用
を
促
進
す
る

た
め
、
新
年
度
に
「
高
山
村

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
」
を
立

ち
上
げ
、
専
用
サ
イ
ト
で
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

答
弁
（
藤
沢
産
業
振
興
課
長
）

　

女
子
美
大
と
の
事
業
で
は

バ
ス
ス
ト
ッ
プ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
ど
を
制
作
し
ま
し
た
。
学

生
の
制
作
時
間
や
参
加
人
数

な
ど
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

再
質
問　

空
き
家
利
用
・
複

数
年
制
作
の
提
案
な
ど
か
ら

新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
生
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

ど
ん
な
こ
と
が
可
能

な
の
か
検
討
し
ま
す
。

「大地の芸術祭」で建物自体をアート作品とした「脱皮する家」。
築 150 年の古民家の壁・柱・床など全てを学生が彫刻刀で彫り作
品化。人の労苦が刻み込まれており、圧倒的な迫力で来る人を包
み込みます。

役場前の新バス停と小学校前の「バスストップギャラリー」。小学校前は規模も大きく、村のバス停のメ
インシンボル。役場前は都会的なデザインであるが、寒風対策・日差し対策を懸念する。

西 條  正 純  議 員

一 般 質 問
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答   関係団体と連携し、
魅力あるスキー場づくりに努める

答
弁
（
小
林
建
設
水
道
課
長
）

①
山
田
牧
場
へ
の
道
路
は
県

道
豊
野
南
志
賀
公
園
線
と
、

村
道
鎌
田
入
線
が
あ
る
。
い

ず
れ
の
路
線
も
被
害
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
山
林
の
被

害
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

雪
解
け
を
待
っ
て
調
査
を
し

た
い
。

質
問　

①
今
年
の
１
月
29
日

か
ら
30
日
、
松
本
市
を
中
心

に
雨
氷
に
よ
り
被
害
が
発
生

し
た
。
村
内
の
山
田
牧
場
線

周
辺
の
被
害
状
況
は
。

②
倒
木
や
雪
崩
で
道
路
が
寸

断
し
た
場
合
の
対
策
は
。

③
山
田
牧
場
線
幹
線
が
駄
目

な
時
の
代
替
道
路
の
利
用
は
。

災
害
に
強
い
村
づ
く
り
の
対
策
は

村内のスキー場の環境の充実は

答   

関
係
機
関
と
協
定
を
締
結
し
、
迅
速
な
対
応
を
図
る

質
問　

①
今
年
国
内
で
開
催

さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
、

村
内
出
身
の
高
校
生
塩
入
さ

ん
が
出
場
し
活
躍
さ
れ
た
。

年に１回山田牧場スキー場で実施している高山小学校のスキー教室で
先生に教わる子供達。

今年の１月 29 〜 30 日長野県中部で雨氷による被害が発生したが、
山田牧場線と山林への被害はなかった。

練
習
し
た
山
田
牧
場
ス
キ
ー

場
の
環
境
整
備
の
充
実
は
。

②
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学

校
の
ス
キ
ー
に
対
す
る
取
り

組
み
の
現
状
と
課
題
は
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）

①
山
田
牧
場
は
冬
期
間
の
重

要
な
観
光
資
源
で
あ
る
。
ト

イ
レ
や
駐
車
場
の
整
備
の
他
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
支
援

や
圧
雪
車
を
購
入
し
、
環
境

整
備
を
図
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

行
い
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
ス
キ
ー
場
と
し
て
い
き
た

い
。

答
弁
（
小
山
教
育
長
）

②
保
育
園
で
は
ス
キ
ー
学
習

は
し
て
い
な
い
が
、
雪
に
親

し
む
活
動
は
取
り
入
れ
て
い

る
。
小
学
校
で
は
、
年
１
回

の
ス
キ
ー
教
室
を
実
施
し
て

い
る
。
中
学
校
は
学
校
行
事

と
し
て
は
行
っ
て
い
な
い
。

内 山  信 行  議 員

②
倒
木
や
雪
崩
が
発
生
し
た

場
合
は
、
県
と
連
携
し
て
速

や
か
な
対
策
を
す
る
。
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め

万
全
を
期
す
。

③
山
田
牧
場
へ
の
県
道
が
通

行
止
め
と
な
っ
た
場
合
、
迂

回
路
と
し
て
村
道
鎌
田
入
線

は
重
要
な
路
線
で
あ
る
。
し

か
し
、冬
期
間
は
除
雪
を
行
っ

て
い
な
い
た
め
、
総
合
的
に

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一 般 質 問
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う
か
。

答
弁　
（
久
保
田
村
長
）

　

佐
久
市
で
は
妊
産
婦
に
対

す
る
経
済
的
支
援
を
充
実
す

る
こ
と
と
し
て
、「
佐
久
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
一
環
で
今
年
４

月
か
ら
、
妊
産
婦
の
医
療
費

を
無
料
に
す
る
「
プ
レ
マ
マ

医
療
給
付
事
業
」
を
始
め
る

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

子
育
て
世

代
の
妊
産
婦
を
経

済
的
に
支
援
す
る

た
め
、
出
産
に
か

か
る
費
用
と
は
別
に
、
内
科

や
歯
科
、
眼
科
と
い
っ
た
保

険
診
療
は
す
べ
て
無
料
と
す

る
事
業
で
す
。

　

村
は
こ
の
妊
産
婦
の
医
療

費
無
料
化
へ
の
取
り
組
み
を

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ

「
妊
産
婦
の
医
療
費
無
料
化
」
の
検
討
を

Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
た
、

新
規
就
農
者
等
の
住
宅
対
策
は

答   

施
策
の
一
環
と
し
て
、
総
合
的
に
検
討

答   

高
山
村
空
き
家
活
用
推
進
事
業
で
対
応

質
問　

①
高
山
村
に
移
住
さ

れ
た
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の

方
は
現
在
何
名
お
ら
れ
る
の

か
。
②
就
農
希
望
の
問
い
合

わ
せ
は
現
在
何
名
お
ら
れ
る

の
か
。
③
受
け
入
れ
体
制
は

里
親
、
農
地
・
圃
場
④
古
民

家
等
の
改
修
工
事
に
対
す
る

助
成
制
度
は
。

答
弁
（
藤
沢
産
業
振
興
課
長
）

①
過
去
10
年
間
で
、
11
名
の

　

こ
の
制
度
は
、
母
子
手
帳

交
付
月
の
初
日
か
ら
出
産
月

の
翌
月
末
ま
で
、
出
産
に
係

る
費
用
と
は
別
に
、
内
科
や

歯
科
、
眼
科
と
い
っ
た
保
険

診
療
分
を
対
象
に
す
べ
て
の

医
療
費
を
無
料
と
す
る
も
の

で
、
県
内
の
市
町
村
で
は
初

め
て
の
試
み
で
す
。

　

お
た
ず
ね
の
、
妊
産
婦
の

医
療
費
の
無
料
化
に
つ
き
ま

し
て
は
総
体
的
な
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
施
策
の
一

環
と
し
て
総
合
的
に
検
討
い

た
し
ま
す
。

一 般 質 問

新
規
就
農
者
と
そ
の
家
族
を

含
め
た
30
名
の
皆
さ
ん
が
転

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ン

ぶ
ど
う
に
５
名
、
り
ん
ご
と

ぶ
ど
う
に
４
名
、
稲
作
や
野

菜
栽
培
に
２
名
お
ら
れ
ま
す
。

②
本
村
に
来
村
し
て
就
農
体

験
さ
れ
た
方
は
10
名
、
そ
の

中
か
ら
高
山
村
で
就
農
し
た

い
と
希
望
す
る
方
は
１
〜
２

名
お
ら
れ
ま
す
。

子育て支援センターで交流する親子、４月からは３歳以上児、
第３子以降は保育料が無料になりましたよ。

旧山田保育園跡地に建設された、新規就農者・認定農業者
用村営住宅２戸、高山村での永住を心より歓迎いたします。

松 本  　 茂  議 員

③
里
親
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
現
在
８
名
い
ま
す
。
農
地
・

圃
場
に
つ
い
て
は
、
山
沿
い

の
農
地
な
ど
が
多
く
、
耕
作

放
棄
地
に
な
っ
て
い
る
農
地

を
借
り
て
農
業
を
始
め
る
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

答
弁
（
小
林
建
設
水
道
課
長
）

　
「
高
山
村
空
き
家
活
用
推
進

事
業
」
を
新
年
度
か
ら
制
度

化
し
助
成
制
度
を
設
け
、
賃

貸
し
て
い
た
だ
け
る
住
宅
の

確
保
を
推
進
し
ま
す
。



［15］ ［14］平成 28年４月 25日　発行

試食会のメニュー。キムタクごはん（キムチ＋タ
クアン）、信州高山こだわり牛乳、ささみと春雨の
スープ、鶏のレモンソースかけ、焼肉サラダ、ス
トロベリーカスタードタルト。

塩分を控えてあり、季節の野菜がたっぷりで美味しい。

チャオルで開かれた高山村老連との懇談会。

　

去
る
、
３
月
11
日
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
試
食
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

原
則
は
村
内
産
、
県
内

産
、
国
内
産
と
し
、
安
全
だ

と
確
認
で
き
る
安
心
な
給
食

を
目
指
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
心
の
こ
も
っ
た
給
食
作
り

で
す
。
減
塩
で
お
い
し
く
い

た
だ
く
た
め
に
、「
だ
し
を

大
事
に
す
る
こ
と
」、
和
風

の
汁
も
の
は
、
か
つ
お
１
０

０
％
の
だ
し
パ
ッ
ク
か
、
対

を
広
め
る｢
学
校
給
食｣

を

め
ざ
し
ま
す
。
と
の
栄
養
教

諭
、
清
水
信
子
先
生
の
説
明

を
う
け
な
が
ら
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

私
ど
も
高
齢
者
に
は
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
ご
は
ん

を
少
し
減
ら
し
て
も
ら
い
、

大
変
美
味
し
い
給
食
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
の
児
童
・

生
徒
は
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し

た
。   （
委
員
長　

篠
原
尚
元
）

馬
列
島
の
煮
干
し
、
お
味
噌

汁
に
は
日
高
の
昆
布
の
あ
わ

せ
だ
し
、
お
吸
い
物
に
は
鰹

節
の
厚
削
り
を
使
い
ま
す
。

野
菜
・
果
物
・
き
の
こ
・
小

麦
粉
・
み
そ
・
ソ
ル
ガ
ム
・

ハ
ー
ブ
（
ル
ッ
コ
ラ
）・
米
（
風

さ
や
か
）
等
、
本
村
産
の
物

を
た
く
さ
ん
使
い
、
地
産
地

消
を
大
切
に
考
え｢
食
べ
て

み
よ
う
か
な｣

と
思
う
気
持

ち
、
そ
の
気
に
さ
せ
る
「
新

し
い
食
」
と
の
出
会
い
食
歴

　

２
月
25
日
、
高
山
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
役
員
の
皆

さ
ん
と
懇
談
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

初
め
に
、
役
員
の
皆
さ
ん

か
ら
高
山
村
老
連
の
現
状
と

課
題
、
活
動
状
況
等
に
つ
い

て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
村
老
連
」
か
ら
は
、
平

成
５
年
の
19
地
区
１
０
５
１

人
を
ピ
ー
ク
に
会
員
数
の
落

ち
込
み
が
続
き
、
平
成
27
年

度
は
１
地
区
が
加
盟
さ
れ
た

も
の
の
３
３
０
人
余
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
こ

と
、
特
に
大
き
な

地
区
で
の
加
盟
が

な
い
、
地
区
で
活

動
が
あ
っ
て
も「
村

老
連
」
に
は
加
盟

し
な
い
現
状
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

仲
間
づ
く
り
の

各
種
交
流
会
、
奉

仕
活
動
、
学
習
活

動
、
機
関
紙
「
高

山
老
連
便
り
」
の

発
行
な
ど
の
活
動

報
告
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
懇
談
に

入
り
、
会
員
の
減

少
が
進
ん
だ
原
因
、

「
だ
し
を
大
事
に
」
し
て
減
塩

給
食
試
食
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

「村老連」役員の皆さんとの懇談
民生産建常任委員会報告

地
区
で
活
動
し
て
も
「
村
老

連
」
に
加
盟
さ
れ
な
い
の
は

な
ぜ
か
、
他
の
地
域
の
現
状

は
ど
う
か
、「
村
老
連
」
の

果
た
す
役
割
、
今
求
め
ら
れ

て
い
る
活
動
は
何
か
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き

い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
も
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

（
委
員
長　

山
嵜
秀
治
）
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議　

長　

酒
井　

康
臣

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

畔
上　

孝
一

　

副
委
員
長　

水
谷　
　

清

　

委　

員　

宮
川
登
志
一

　

委　

員　

篠
原　

尚
元

　

委　

員　

内
山　

信
行

　

委　

員　

涌
井
仙
一
郎

ま
せ
ん
。
今
年
度
は
７
月
中
旬

よ
り
の
海
外
遠
征
、
そ
れ
と
国

内
レ
ー
ス
の
転
戦
も
自
分
で
行

う
に
は
車
の
免
許
・
車
も
必
要

に
な
っ
て
来
ま
す
。

　

ど
う
な
る
か
見
当
も
尽
き
ま

せ
ん
が
、
こ
こ
ま
で
き
た
ら
怪

我
に
は
十
分
注
意
し
、
２
年
後
、

６
年
後
を
狙
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回

の
Ｗ
Ｃ
出
場
に
あ
た
り
、
有
志

の
方
々
よ
り
多
大
な
激
励
金
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

父　

塩
入　

滋し
げ
あ
き彰

母　
　
　

さ
ち
子

国
の
万
龍
ス
キ
ー
（
６
年
後
冬

季
オ
り
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
）
で

行
わ
れ
た
Ｆ
Ｅ
Ｃ
、
韓
国
で
行

わ
れ
た
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
（
２
年

後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
）

Ｆ
Ｅ
Ｃ
で
も
好
成
績
を
収
め
た

事
が
代
表
に
選
出
さ
れ
た
要
因

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
と
１
９
９
８
年
生
ま
れ

で
は
Ｗ
Ｃ
ラ
ン
キ
ン
グ
が
ト
ッ

プ
の
位
置
に
い
る
事
が
評
価
さ

れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
後
で
知
っ

た
事
で
す
が
、
高
校
生
で
の
選

出
は
、
26
年
ぶ
り
に
な
る
そ
う

で
す
。

　

結
果
は
出
ま
し
た
が
、
高
校

３
年
間
、
地
元
の
小
学
校
時
代

の
ス
キ
ー
コ
ー
チ
に
は
夏
の
オ

フ
ト
レ
、
冬
季
の
練
習
に
と
、

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

こ
れ
で
や
っ
と
、
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
ヤ
ー
に
仲
間
入
り
で
き

そ
う
な
位
置
ま
で
き
ま
し
た
が
、

先
々
の
事
を
考
え
る
と
親
と
し

て
ど
こ
ま
で
や
っ
て
あ
げ
ら
れ

る
か
、
非
常
に
不
安
な
面
が
あ

り
ま
す
。
勿
論
遠
征
費
の
捻
出

も
あ
り
ま
す
が
、
学
業
と
も
仲

良
く
付
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
り

　

こ
の
度
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

苗
場
大
会
に
出
場
い
た
し
ま
し

た
塩
入
資た
か
しの
父
親
で
す
。

　

１
９
９
８
年
の
早
生
ま
れ
の

為
、Ｆ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
ス
キ
ー
連
盟
）

の
レ
ー
ス
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
、
２
年
目
で
す
。

　

選
出
さ
れ
た
経
緯
を
お
話
し

す
る
と
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟

で
は
当
初
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
全
日

本
組
（
21
歳
ま
で
、
男
子
の
場

合
６
名
）
か
ら
選
出
す
る
予
定

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ア
ジ
ア

地
域
の
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
（
Ｆ

Ｅ
Ｃ
）
に
於
い
て
の
成
績
、
中

　

日
々
春
ら
し
い
暖
か
い
季

節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
今

年
の
冬
は
異
常
な
く
ら
い
雪

不
足
で
、
信
州
の
ス
キ
ー
場
も

ス
キ
ー
客
の
相
次
ぐ
キ
ャ
ン

セ
ル
で
厳
し
い
経
営
状
態
に

な
っ
た
と
耳
に
し
ま
す
。
又
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
と

★★

わ
た
し
の

声

☆ 
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
を

目
指
す 

☆

ワールドカップ苗場大会（２月 13 日）

い
う
節
目
で
も
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
故
郷
に
戻
れ
な
い

人
々
が
約
18
万
１
０
０
０
人

も
い
る
と
の
事
、
一
日
も
早

い
帰
郷
、
復
興
を
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
高
山
村
は
村
制
施

行
六
十
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
で
、
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
ま

す
。
又
８
月
に
は
新
し
い
給

食
セ
ン
タ
ー
も
オ
ー
プ
ン
し
、

よ
り
細
か
な
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
の
食
事
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
文
化
交
流
施
設

整
備
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い

ろ
な
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で

議
論
の
経
緯
は
議
会
報
を
通

し
て
わ
か
り
易
く
、
お
伝
え

し
て
ま
い
り
ま
す
。（
水
谷
清
）
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